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性が高値 を示 した｡これは過酸化物の増加によるもの と考 えられた｡脳腫癌マーカーである
glutathione-S-transferasep活性は0及び4ppmセレン摂取群で0.5および2ppmセレン飼料摂取群より
有意に高かった｡以上の研究は適当量のセレン摂取は脳腫癌の発生を抑制するが,過剰はかえって効果が
低くなることを明らかにしたもので脳腫癌の予防 ･治療に有益な示唆を与え,予防医学の発展に寄与する
ところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月29日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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